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象の実態調査を行った。平成 28 年度と平成 29 年度の成人看護学実習における看護対
象は、70 歳以上の患者が最も多く 70 歳未満の患者を受け持った学生は半数以下であっ



































































1）　平成 28 年度成人看護実習 I を行った
学生 63 名
2）　平成 28 年度成人看護実習 II を行った
学生 62 名
3）　平成 29 年度成人看護実習 I を行った
学生 83 名

























1）　平成 28 年度の成人看護学実習 I は、
学生 63 名に対し、受け持ち患者延べ数 77 名、
うち男性患者 30 名、女性患者 47 名であった。
成人看護学実習 II は学生 62 名に対し、受け
持ち患者延べ数は 78 名で、うち男性患者 31
名、女性患者 47 名であった。
2）　平成 29 年度の成人看護学実習 I は学
生 83 名に対し、受け持ち患者延べ数 106 名で、
うち男性患者 52 名、女性患者 54 名であった。
成人看護学実習 II は学生 82 名に対し、受け
持ち患者延べ数 106 名で、男性患者 50 名、
女性患者 56 名であった（図 1）。
2.　受け持ち患者の年代
1）　平成 28 年度成人看護学実習 I では、
90 歳代 1 名、80 歳代 11 名、70 歳代 27 名で、
70 歳以上の患者は計 39 名（50.6%）であり、
60 歳 代 23 名、50 歳 代 8 名、40 歳 代 3 名、
30 歳代 1 名、10 歳代 3 名で、70 歳未満の患
者は計 38 名（49.4%）であった。100 歳代、




2）　平成 29 年度成人看護学実習 I では、
90 歳代 5 名、80 歳代 25 名、70 歳代 27 名で、
70 歳以上の患者は計 57 名（53.8%）であり、
60 歳代 22 名、50 歳代 16 名、40 歳代 5 名、
30 歳 代 6 名、70 歳 未 満 の 患 者 は 計 49 名
（46.2%）であった。100 歳代、20 歳代、10





3）　平成 28 年度成人看護学実習 II では、
90 歳代 9 名、80 歳代 27 名、70 歳代 24 名で、
70 歳以上の患者は計 60 名（76.9%）であり、
60 歳 代 13 名、50 歳 代 4 名、40 歳 代 1 名、
70 歳未満の患者は計 18 名（23.1%）であった。
100 歳代、30 歳代、20 歳代、10 歳代は 0 名
であった。70 歳未満の患者を受け持ち実習
できた学生は、23.1% で学生の 4 人に 1 人の
割合で、ほとんどの学生は、70 歳以上の患
者での実習であった。
4）　平成 29 年度成人看護学実習 II では
100 歳 代 1 名、90 歳 10 名、80 歳 代 26 名、
70 歳代 35 名で、70 歳以上の患者は計 72 名
（67.9%）であり、60 歳代 20 名、50 歳代 12 名、
30 歳 代 2 名、70 歳 未 満 の 患 者 は 計 34 名
（32.1%）であった。40 歳代、20 歳代、10 歳
代は 0 名であった。70 歳未満の患者を受け




1）　平成 28 年度成人看護学実習 I では、
悪性新生物 28 件（36.4%）、筋・骨格系 28 件
（36.4%）、脳神経系 10 件（12.9%）であった。
2）　平成29年度成人看護学実習Iでは、筋・
骨 格 系 46 件（43.4%）、 悪 性 新 生 物 22 件
（20.8%）、脳神経系 22 件（20.8%）、消化器系
14 件（13.2%）であった（図 4）。
3）　平成 28 年度成人看護学実習 II では、
循 環 器 系 23 件（29.5%）、 脳 神 経 系 14 件
（17.9%）、悪性新生物 13 件（16.7%）であった。
4）　平成 29 年度成人看護学実習 II では、















1）　平成 28 年度成人看護学実習 I におい
て、1 名の患者を 3 週間通して受け持った学
生は 49 名（77.8%）で、2 人の患者を受け持っ
た学生は 14 名（22.2%）であった。
2）平成 28 年度成人看護学実習 II におい
て 1 名の患者を 3 週間通して受け持った学生
は 45 名（72.6%）、2 人の患者を受け持った
学生は 17 名（27.4%）であった。
3）　平成 29 年度成人看護学実習 I におい
て 1 名の患者を 3 週間通して受け持った学生
は 60 名（72.3%）、2 人の患者を受け持った
学生は 23 名（27.7%）であった。
4）　平成 29 年度成人看護学実習 II におい
て、1 名の患者を 3 週間通して受け持った学
生は 60 名（73.2%）2 人の患者を受け持った
学生は 20 名（24.4%）で、3 人の患者を受け持っ
た学生は 2 人（2.4%）であった（図 6）。
6.　実習グループ内で70歳未満の患者を受
け持っていた学生の有無
1）　平成 28 年度成人看護学実習 I では、
70 歳未満の患者が含まれていた実習グルー
プは、12 グループ中 12 グループであった。
2）　平成 29 年度成人看護学実習 I では、
70 歳未満の患者が含まれていた実習グルー
プは、16 グループ中 16 グループであった。
3）　平成 28 年度成人看護学実習 II では 70
歳未満の患者が含まれていた実習グループ
は、12 グループ中 9 グループで、3 グループ
には含まれていなかった。
4）　平成 29 年度成人看護学実習 II では 70
歳未満の患者が含まれていた実習グループ












様の結果であった。2017 年 1 月、日本老年
学会、日本老年医学会の連名による「高齢者
に関する定義」についての提言が行われ、65











を 15 歳～30 歳、壮年期を 30 歳～60 歳、向
老期を 60 歳～65 歳としている。一般的には、





















































































学実習 II ともに約 2～3 割であった。
5）　70 歳未満の患者が含まれていた実習
グループは、成人看護学実習 I では全グルー
プに含まれ、成人看護学実習 II では約 8 割
に含まれていた。
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